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新時代に必要な基礎力を育む場に

未来創生大学を
ともにつくっていこう 16 ニュース＆トピックス

　このたび新しく学長に就任しました。今後4年の私の任期

中、「未来創生大学『滋賀大学』」に向けて、大学の教育・研究

そして社会との連携を推し進めていく所存です。この4月

より、本学の第4期中期目標・計画の6年間が始まります。

新学長としての私の最も重要な仕事は、この中期目標・計

画で掲げられた目標を確実に達成していくことです。この

中期目標では基本的な目標として、未来創生に貢献する

大学をめざすこととしています。

　教育面では、未来を見据えた文理融合教育を推し進め

ていきます。滋賀大学のこれまでの伝統と実績の上に、深い

専門性とともに新時代に必要とされる基礎力を育むこと

をめざします。新時代に必要とされる基礎力のキーワード

としては、リベラルアーツとデータサイエンスリテラシーが

あげられます。リベラルアーツは、複雑化した現代社会の

問題を解決するために必要とされる文理を問わない幅広

い知識や、複合的な視点からのアプローチができる総合

力の養成を意味しています。データサイエンスは問題解決

のためにデータを活かすことです。

　研究面では、分野をこえた融合的な研究を促進します。

また大学の運営面では、社会との連携を重視した運営及び

デジタルトランスフォーメーションによる業務の効率化を

めざします。

　一昨年の冬に突然発生した新型コロナウイルスの感染

は予想もしなかったような大きな変化を社会にもたらし

ました。大学では、対面授業が制限され講義をオンライン

でおこなわざるを得ない状況が生じました。企業等でも、

在宅勤務が急速に進むなどの変化が一気に進みました。

コロナ禍によって文化的な活動が制限されるなど厳しい

状況となりましたが、一方で私たちにはこれまで当たり前

と思っていた習慣や仕事のやり方を見直す機会ともなり

ました。地方創生の観点からは、コロナ禍による変化は地

方にとってチャンスと捉えることもできます。コロナ禍は都

市への資源の集中のあやうさを明らかにしました。このよ

うな社会の大きな変化の中で、未来創生大学の具体化を

めざしたいと考えています。

　以上のような目標の達成は、学生の方たちを含め、大学の

構成員が一丸となって取り組むことによって初めて可能と

なるものです。未来創生大学をともにつくっていきましょう。
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学生広報サポートチーム活躍中！
広報誌の記事企画（P19）やカモンちゃんLINEスタンプ
考案（裏表紙）など大学の広報活動を学生目線でサポート
しています。一緒に活動したい方は本学HPをご覧ください。
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